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Doctors Digital 
 

Transformation 
 

   

2025年まで、あと3年 

 
 

 
 

経産省の発表によれば、 
 

DXを実現できなかった企業は  
 

「2025年の崖」に直面するという。 
 

みなさん準備 “大丈夫” ですか？ 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顧
客 
創
造 

Markeitng  Innovation 

企業は社会の機関であり、企業の目的は社会にある。つまり、企業の目的の定義は顧客を創造することであ
る。この顧客を創造するために企業が持つべき機能はたった２つとP.F ドラッカーは言います。  
それが「マーケティング」と「イノベーション」です。  

経営哲学 情報技術



© 2021 Doctor-DX

はじめに 

5

われわれは、自分が選んだ市場において、リーダーとなる戦略を策定しなければならない。  

顧客

創造

顧客
創造

地
域

日
本

世
界

住民 国民 人類

地域住民に誰よりも価値提供し  

日本国民に誰よりも価値提供し  

世界人類に誰よりも価値提供を  

できる唯一無二になれる領域は？  



医療テック市場について 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マーケティングの７つの視点 

医療テック市場について 

１）既存の製品についての目標 

２）既存の製品の廃棄についての目標 

３）既存の市場における新製品についての目標 

４）新市場についての目標 

５）流通チャネルについての目標 

６）アフターサービスについての目標 

７）信用供与についての目標 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ミッションの見直し  

医療分野に、あらゆる民間企業が  

参入してくるため、今まで以上に、  

ミッションの変化を余儀なくされる。時代と

ともに、顧客からミッションの変化を見直

し、常にマーケティング・イノベーションを

図りながら、プロポジショニングを変え唯

一無二の存在として憶えられるようにして

いかなければならない。  

卓越性 

約束  機会 

顧客

創造

顧客
創造
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診察について 

われわれは、●●クリニックは、  
初診はクリニック診察のみです。  

われわれは、●●クリニックは、  
初診はオンライン診察のみです。  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手術について 

われわれは、●●クリニックは、  
人間だけで手術をします。  

われわれは、●●クリニックは、  
人間とロボットで手術をします。  



© 2021 Doctor-DX

医療テック市場について 

11

処方について 

われわれは、●●クリニックは、  
有人薬局での処方となります。  

われわれは、●●クリニックは、  
無人オンライン処方となります。  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投資マネー流入が続いている 

出典：医療テックベンチャー
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投資マネー流入が続いている 

「米国で10年以上投資を続けているが、この1年は過去にないほどの盛り上がりを感じ 

ている。」こう語るのはデジタルヘルスの領域専門のベンチャーキャピタル（VC）、キッカーベン

チャーズの清峰正志CEO。米シリコンバレーを拠点に投資活動を続けてきた清峰氏は、医療ベ

ンチャー投資の活況を肌で感じている。その勢いはもちろん、 

統計でも裏付けられている。医療ベンチャーの調達額はこの10年間で5倍に膨張。2020年には

過去最高額の465億ドルに達した。全セクターの中でも医療関連は3割と、存在感を放ってい

る。実は、19年時点では医療ベンチャー投資の先行きは怪しいと 

みられていたという。それまでの数年IPO（新規株式公開）が少なかったこともあり、「過熱感が警

戒され投資意欲には一服感が出始めていた」（国内中堅VCのコーラル・キャピタルで医療領域

を担当する吉澤美弥子氏）。 

出典：医療テックベンチャー
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アナログの巨大医療市場 

投資家が再び医療テックに注目する流れに火をつけたのは、皮肉にも新型コロナウイルス
のパンデミックだった。オンライン医療を筆頭に、医療のデジタル化が一気に進み始めた。
「医療領域は産業規模が巨大なのに、政府部門の次にデジタル化が進んでいないアナロ
グ産業だった」。医療領域でとくに技術革新の中心になっているのは「オンライン医療」に
「AI」「ゲノム分析」「再生医療」を加えた4領域だ。生体情報など膨大なデータを扱う医療に
おいてAI活用の余地は大きい。デジタル領域だけではなく、創薬の領域でも技術革新は
進む。対象疾患が難病にシフトする中、再生医療でとがった技術を持ったバイオベン
チャーと製薬大手との提携や買収は日常茶飯事だ。患者個人とのゲノム分析によって、よ
り患者に合った治療を行おうという働きも盛んになっている。 

出典：医療テックベンチャー
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医療テック市場について 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マネーが集まる４つの注目トレンド 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マネーが集まる４つの注目トレンド 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詳しくは、こちらの動画をご確認下さい。 

https://www.youtube.com/watch?v=JWdDH68gLYI

講演「AI社会実装 / ヘルスケア・ 
医療分野における可能性」｜CHUGAI DIGITAL DAY 
 
松尾豊先生（東京大学大学院 工学系研究科  
人工物工学研究センター／技術経営戦略学専攻 教授） 
 
AI研究のトップリーダーが、人工知能研究の最前線、 
ヘルスケア産業と連携したAI社会実装における課題・ 
展望、望ましい未来に向けたイノベーション創出の 
ヒントを語る。 
 
「CHUGAI DIGITAL DAY ヘルスケア×デジタルの2030未来予
想」（2020年11月27日開催　主催：中外製薬）は、ヘルスケア課
題の解決に必要な方向性やイノベーションのヒントを提供するイ
ベントです。 
アカデミア、ヘルスケアベンチャー 、製薬企業のトップランナー
が「ヘルスケア×デジタル」をテーマに2030年という10年後の近
い未来を見据え、乗り越えるべき壁や、望ましいビジョンを語りま
す。 

https://www.youtube.com/watch?v=JWdDH68gLYI


 

マーケティング・イノベーション 

について 



© 2021 Doctor-DX

マーケティングとイノベーションについて 

19

未来を予測し、未来に備える 

2021年  未来予測内容 

環境 国内の食品・飲料大手が、 100％植物由来のペットボトルを実用化

医療 新型コロナウイルスの感染を予防するワクチンの提供が開始

経済 国内のIoT市場が11兆237億円の規模に達する

社会 国内のコンビニエンスストア大手が、全国約 100店舗の元日休業を実施

情報 世界の仮想現実（VR）ハードウェア市場が500億ドルの規模に成長
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未来を予測し、未来に備える 

2022年  未来予測内容 

環境 植物由来食品の国内市場が、 250億円の規模に成長する

医療 医師の数が需要数を満たし、拠点病院から地域への医師派遣を開始

経済 アジアの富裕層が88％拡大する

社会 フランスが学校給食で使用する食材のオーガニック割合を 50％に

情報 日本政府がマイナンバーカード、この年までに 1億枚以上を交付
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未来を予測し、未来に備える 

2023年  未来予測内容 

環境 二酸化炭素以外の環境負荷に関する統合的な評価指標と計測技術が実現

医療 医療用ウェアラブル市場が 107億ドル規模に（2014年は27.3億ドル）

経済 消費者向けEC市場が、この年までに25兆9000億円の規模に成長

社会 全国の住宅の5軒に1軒（約1400万戸）が空き家になる

情報 国内すべての医療機関で、マイナンバーカードが利用可能になる（ 3月）
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生活総研「医療」はもちろん、他も見てみよう。 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PFST分析の視点から、事業設計することが大切 

Political
（政治的要因）

規制など、市場ルールなどを変化されるもの

法律、法改正（規制・緩和）、税制、減税・増税、

政治、政権交代、裁判制度、政治団体、デモなど

Economic
（経済的要因）

景気や経済成長など、価値連鎖に影響を与えるもの

景気動向、経済成長率、物価、為替、株価、金利、原油

インフレ・デフレ、GDP成長率、失業率、

Social
（社会的要因）

人口動態の変化など、需要構造に影響を与えるもの

人口動態・密度・構成、流行、世論、世帯、宗教、教育、言語、世帯、教

育、犯罪、世間の関心

Technological
（技術的要因）

ITなど、競争ステージに影響を与えるもの

インフラ、IT活用、イノベーション、特許、

新技術、技術開発
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未知の領域こそ、潜在ニーズであり、ビジネスのチャンスが眠っている。  

Q.イノベーションとは？  

 

a) １の領域 

 

b) ２の領域 

 

c) ５の領域 

市場 

自社  他社 

顧客

創造

1
2 3

4

5

6 7

顧客
創造

マーケティングとイノベーションについて 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自社分析について 

市場 

自社  他社 

顧客

創造

1
2 3

4

5

6 7

マーケティングとイノベーションについて 

自社分析とは“市場”から価値・成果・計画を
考えたとき「２の領域」を増やすし 
まだ誰も満たしたことがない顧客の欲求（潜
在欲求・顕在欲求）を知り得て、「５の欲求」
を満たすことである。 
そのために他社と競争するのではなく、共創
しあうことも大切なのである。それを前提とし
たとき他社の分析をしない限りは、自社なら
ではの強みを知ることができない。共創する
ための情報も得ることができない。自社分析
をすることは、すなわち他社分析もすること
である。 



© 2021 Doctor-DX26

他社分析について 

市場 

自社  他社 

顧客

創造

1
2 3

4

5

6 7

マーケティングとイノベーションについて 

他社分析とは“市場”から価値・成果・計画を
考えたとき「１・４の領域」を見つけ、廃棄・競
争・共創・統合するかを考えるより良い機会と
なる。必ずしも競争することは悪いことではな
い。競争することで、業界全体の底上げに繋
がったり、商品・サービスのラインナップが増
えたり、コストが下がったりするのであれば、
顧客創造へつながる。しかし全ては、まだ誰
も満たしたことがない顧客の欲求（潜在欲求
・顕在欲求）を知り得て「５の欲求」を満たす
ためである。 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市場分析について 

市場 

自社  他社 

顧客

創造

1
2 3

4

5

6 7

マーケティングとイノベーションについて 

市場分析とは“顧客”から価値・成果・計画を
考えたとき「１・２・３の領域」をより良くすること
を考えると同時に、 
まだ誰も満たしたことがない顧客の欲求（潜
在欲求・顕在欲求）を知り得て「５の欲求」を
満たすためである。大切にすることは、市場
分析をするときには、自分の会社・事業が提
供できる商品・サービスからスタートしないこ
とである。大切なのは会社の内から価値を考
えるのではなく、会社の外から価値を考える
ことである。ほとんどの人ができていない。 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業界NO.1企業は、シーズを創造し、ニーズを創造し、ウォンツを創造する。 

シーズ  ニーズ 

ウ
ォ
ン
ツ
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マーケティングとイノベーションについて 

４つのブランド構築要素 

共感・愛着層

好意層

理解層

認知層

顧客層×

認知される 
↓ 
理解される 
↓ 
好意をもたれる 
↓ 
共感・愛着をもたれる 

29
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未来予想１：医療に関するテレビ番組・ドラマ・映画が、更に増えてくる 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未来予測２：医療に関する書籍・雑誌が、更に増えてくる。 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経営指標について 

オンライン

リアル店舗

無人有人

KPI 1

KPI 2KPI 4

KPI 3  

近い将来、衣・食の業界のように、  

医療業界も、無人・オンラインだけ  

で完結する顧客をターゲットにした  

ビジネスが増えてくる。  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Business KPI  

・都道府県別 
・性年齢別 
・職業別 
・頻度回数別 
・症状別 
・自費/保険 

・国籍別 
・AIタイプ別 
・宗教別 
・診察回数別 
・統合医療別 
・医療総合費別 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未知の領域こそ、潜在ニーズであり、最大のチャンスを掴むことができる。  

マーケティングとイノベーションについて 

人材 
 

物資 
 

研究 
 

資金 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マーケティングとイノベーションについて 

日本経済新聞 GAFAMの 

時価総額、東証1部超え 

560兆円に 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マーケティングとイノベーションについて 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 AI・ゲノム分析・オンライン診療・再生医療で、力を入れることは？  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マーケティングとイノベーションについて 

37

宿題２：マイクロソフト創業者「ビルゲイツ」思考を知る 

https://www.youtube.com/watch?v=y4CR1Hl5J0g
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宿題２：マイクロソフト創業者「ビルゲイツ」思考を知る 

ゲイツ氏は、今回のパンデミックでは 
目立つ役割によって、陰謀論やワクチン 
接種反対派グループの攻撃目標にもなっている。 

世界のあらゆる資源を 
使って病気をなくしたい 
 
ジャーナリズムの報道は、 

起こったことばかり報道する。 

日常で起こっていることは、報道しない。 

 

病気の撲滅に努めたら悲劇はなくなる 

撲滅をしようとして、失敗したら、 

ひどいことが待っている世間が許さない 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マーケティングとイノベーションについて 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作品から学んだことは？  

 



 

参考資料 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ITの巨人が医療を狙う理由 

41

Google（グーグル） 

グーグル、アップル、アマゾンという米国の巨大IT企業が今、次の有望市場として熱い視線を送るの
が医療分野だ。医療データは活用の余地が大きく、金脈が眠る。グーグルは検索やAI（人工知能）、
アップルはハードウェア、アマゾンはネット通販（EC）という本業でのノウハウや顧客基盤をテコに、新
規事業を進めている。取り組みが最も広範なのは、グーグルだ。2019年に新部門「グーグルヘルス」
が設立され、社内の医療関連事業が集約された。数百人の医師や医療関係者を抱え、さながら医療
のメガベンチャーのごとく、AIによる疾病の画像診断や、電子カルテの開発、新型コロナウイルスに関
するデータベースの整備などを手がける。「これらは、すべて医師が求めていること。ソフトウェアや
データが医師の目、耳、脳の能力を拡張する」。感染症学が専門の医師でチーフ・ヘルス・オフィ
サー（最高医療健康責任者）を務めるカレン・デサルボ氏はそう話す。グーグルと同じく持ち株会社ア
ルファベットの傘下にあるのが、15年に設立されたデジタル医療を専業とするベリリーだ。医療機器の
開発から、データを活用した療法の考案、1万人規模の健康状態を追跡する臨床研究まで、事業は
グーグル同様幅広い。 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世界中の製薬会社と提携しているのも特徴で、仏サノフィとの合弁会社「オンデュオ」で糖尿病のデジ

タル治療を展開し、スイスのアイコンとは老眼用のスマートコンタクトレンズを開発中。日本企業では、

独自のウェアラブル端末「スタディウォッチ」を活用して武田製薬工業とバーキンソン病の研究を行う

ほか、参天製薬と次世代眼科デバイスの開発を進める。データの活用で大きく変わるのが、保険だ。

19年にはオンデュオと加マニュライフ・ファイナンシャルの米子会社が提携し、糖尿病患者が対象の

保険商品の販売を始めた。血糖値の測定機器を提供し、推移に応じて保険料の割引などが受けられ

る。さらに昨年にはスイスの再保険会社との合弁事業も立ち上げられた。裾野は広がるものの、収益

化できている事業はまだない。ベリリーを含むアルファベットの新規事業部門は、20年にも約45億億ド

ルの営業赤字だった。ヘルスケア業界に詳しいデロイトトーマツグループの柳本岳史パートナーは、

「他種多様なヘルスケアデータの収集や提携でビジネスを模索しており事業会社というより研究機関

のような印象」と指摘する。 

Google（グーグル） 

ITの巨人が医療を狙う理由 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広範なデータ収集に対する批判も少なくない。グーグルは19年に全米に2600の病院を持つ米非営

利団体アセンションと提携し、患者のデータを収集して医療サービスを改善するプロジェクトを発表。

だが、医師や患者に知らされないまま、グーグルの従業員が数千万人のデータにアクセス可能だっ

た、と米紙ウォールストリート・ジャーナルが報じた。報道を受け米保険福祉省はグーグルに聞き取り

調査を実施。両者は連邦法に準拠しデータを安全に管理している、と強調した。 

このプロジェクトからは、病院内の異なるシステムに散らばる患者データを検索し一覧表示できる電子
カルテ「ケアスタジオ」が生まれた。データあるところにグーグルあり、との野望が透けて見える。 

Google（グーグル） 

ITの巨人が医療を狙う理由 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Google（グーグル） 

ITの巨人が医療を狙う理由 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Apple（アップル） 

厚生労働省は今年1月、アップルのiPhoneとウェアラブル端末「アップルウォッチ」の心電図アプリを家
庭用医療機器として認可した。ウォッチを装着していないほうの手の指をつまみの部分に当てると回
路が機能し、心臓を通る電気信号を記録する。30秒ほどで心房細動（不動脈の一種）の兆候があるか
どうかが分かる。米国では18年末にすでに提供が始まっていた。さらに昨年発表したウォッチの最新
機種では、背面の紫外線センターなどを活用し、15秒ほどで血中酸素濃度を測定する機能をつけ
た。日常での呼吸器や心臓の状態を把握できるようになる。「アップルがもたらした人類に対する最大
の貢献はヘルスケア分野だろう」。ティム・クックCEOはそう繰り返し語っている。アップルが本業とする
ハードウェアは、人間のあらゆるデータを計測できる。ウォッチで取得した健康データはiPhoneの「ヘ
ルスケア」アプリに記録される。北米や英国では病院の電子カルテから、自分の診療データをこのア
プリに格納することもできる。こうして蓄積されたデータはさまざまな形で活用可能だ。普及が進むオ
ンライン診療ではビデオ通話に加え、医師はアップルウォッチなどから得たデータを見ることもできる。 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Apple（アップル） 

住友生命保険などが展開する「健康増進型保険」と呼ばれる生命保険商品では、運動量に応じてポ
イント還元や保険料の割合を受けられる。今アップルが注力するのが、こうしたデータを活用した学術
研究だ。アップルは15年から医学研究者向けに、臨床研究でデータ収集するためにアプリ開発ツー
ル「リサーチキット」を提供している。日本では、慶応大学病院が2月にアップルウォッチを使った臨床
研究を行うと発表。心房細動患者を対象に、心電図などのさまざまなデータから、どのようなときに不
整脈になりやすいかを推定するアルゴリズムを構築する。また、全国のアップルウォッチユーザーを対
象にした研究も行い、大規模なデータベースを構築し、生活週間と動悸との関係性などを探る。 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Apple（アップル） 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Amazon（アマゾン） 

ヘルスケアの領域で大きく歩みを進めるのは、アマゾンも同様だ。同社は19年9月から本社のある米
ワシントン州限定で従業員向けにオンライン診療サービス「アマゾンケア」を提供してきたが、今年3月
に大幅な事業拡大の計画を発表した。3月からワシントン州のほかの企業への提供を始め、今夏には
これを全米に広げる。アマゾンケアの専用アプリを開くと、症状に関するいくつかの質問がなされる。
症状のレベルに応じて、60秒以内に医師とのチャットやビデオ通話が始まる。これは24時間対応だ。
血液検査など対面のやり取りが必要な場合は、自宅への訪問診療も行う。さらに処方薬の高速配送
も提供する。アマゾンはこのサービスのために専属の医師や看護師を採用している。実際に利用した
アマゾン社員によれば、午前2時に3歳の娘が激しいせきで目覚めた際、新型コロナウイルスの感染を
疑ったため救急搬送は避けた。そこでアマゾンケアで医師に薬を処方してもらい、朝9時には届いたと
いう。 
アマゾンが医療への関心をあらわにしたのは18年1月。米金融大手JRモルガン・チェース、米投資会
社バークシャー・ハサウェイとの従業員向けヘルスケアサービス合弁会社の立ち上げを突如発表した
ときだ。ただ合弁事業はうまく進まずすでに閉鎖。アマゾンケアはこれが源流だとみられる。 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Amazon（アマゾン） 

同じ18年の2月には一般用医薬品のプライベートブランド「ベーシックケア」を立ち上げ、6月にオンラ
イン薬局のピルパックを7.5億ドルで買収。本業のECとのシナジーを出そうと動き始めた。こうした動き
が結実したのが、昨年11月に発表したオンライン調剤薬局の「アマゾンファーマシー」だ。ピルパック
は慢性疾患の患者を対象に限っていたが、それ以外の患者にも対象に広げた形だ。有料サービス
「プライム」の会員は処方薬が無料で2日以内に配送されるうえ、全米5万店の薬局で医療品の割引
が受けられる。「これからの医療で重要なのは物流になる。患者が欲するのは病気を治すこと。医師
は診断まではできるが、さまざまなデータをいくら取っても、結局薬が必要だ」。米IT大手のヘルスケ
アビジネスに詳しいデジタルハリウッド大学大学院客員教授の加藤浩晃医師はそう指摘する。 



© 2021 Doctor-DX

ITの巨人が医療を狙う理由 

50

Amazon（アマゾン） 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中国勢も追いかける 

医療テックで先を行くのは、米国勢だけではない。中国ではコロナ禍でオンライン診療が急速に広
がった。そのうえ大病院と中小病院の医療格差や僻地での医師不足など、医療での課題が多い。そ
んな中、中国のIT大手各社はヘルスケア事業に力を注ぐ。オンライン診療で先行するのが、平安好
医生（ピンアン・グッド・ドクター）だ。ソフトバンク・ビジョン・ファンドが出資していたことで知られる。（現
在は全株売却済み）。登録ユーザーは3億7000万人を超え、毎日90万件以上の診察が行われてい
る。EC最大手のアリババグループと2番手の京東は、阿里健康（アリヘルス）と京東健康（JDヘルス）と
いう子会社を持つ。医薬品のネット販売が売上高の大半を占め、上場する両子会社は時価総額が3
兆円を超えた。今後の動向に注目が集まるのは、コミュニケーションアプリ「WeChat（ウィーチャット）」
のテンセントが出資する「微医（ウィードクター）」だ。時間の空いた医師を通院困難な患者とネットで
つなぐモデルで、登録する医師は約30万人。ウィーチャットのユーザー基盤もあるため成長期待が大
きく、今年中に上場するとの観測もある。AI診断や保険、医療クラウドなども手がけている。 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中国勢も追いかける 

中国のIT大手に詳しいNTTデータ経営研究所の岡野寿彦氏
は、「中国のネットユーザー数が頭打ちになり、アリババやテ
ンセントは消費者向けビジネスから既存産業のデジタル化に
舵を切っている。中でも医療は重点領域だ」としたうえで、「医
療とAIの両方の知識を持っている人材が少ないのが課題だ」
と話す。米中ITの巨人は医療テックビジネスに潤沢なお金と
人をつぎ込んでいる。プラットフォーマーはどこまで攻め込む
のか。 
一挙手一投足への注目は高まるばかりだ。（中川雅博） 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Softbank（ソフトバンク） 

ソフトバンクは昨年7月に健康医療相談アプリ「HELPO(ヘルポ)」の提供を開始。現在は診察ではなく一般的

な医療情報をチャット相談の形式で提供しており、自社で採用した数十名規模の医師や看護師、薬剤師が

24時間対応する。ユーザーが相談を書き込むと、30秒以内に返信が来る仕組みだ。ドラッグストアで購入でき

るOTC医薬品のネット販売や病院検索機能も提供し、相談内容に応じて誘導する。薬の配達地域は東京23

区内のみだが、物流ベンチャーと提携し、夕方5時までに注文すれば夜9時までに届く。現在は法人や自治

体を顧客とし、法人では職員の福利厚生の一環として、自治体では国民健康保険の加入者への健康指導な

どとして使われている。今後展開するオンライン診療事業は、独自にビデオ通話などのツールを開発するの

ではなく、医療機関に導入済みのシステムに接続する形になるという。 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Softbank（ソフトバンク） 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サイバーエージェント 

「なぜ広告会社がオンライン服薬指導のシステムを始めるのか」。昨年4月にオンライン服薬指導を中心とした

ヘルスケア子会社MG-DXを設立したサイバーエージェントに、こんな問い合わせが相次いだ。もともとサイ

バーはドラッグストアとの関係が深く、公式サプリの開発や店舗での販促などを手がけていた。ただ「薬の領域

だけが空白地帯だった」（MG-DXの堂前紀郎社長）昨年5月の会社設立から急ピッチで開発を進め、オンライ

ン服薬指導サービス「薬急便」を3ヶ月後に開始した。予約、問診、チャット、ビデオ通話、決算という基本的な

フローに対応したものだ。「デジタルに不慣れな薬剤師でも使えるよう機能は最小限にしている。ソフトウェア

で差別化して稼ぐつもりはない」（堂前氏）独立したアプリではなく、ドラッグストアが公式アプリなどに組み込

みやすいよう、ブラウザーで使えるようにしている。昨年12月には物流会社と提携して処方薬の当日配送を一

部地域で開始し、今年2月にはオンライン診療機能も加えた。 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サイバーエージェント 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メドレー 

新規参入が増える中で先行者として存在感を見せるのが、16年12月からオンライン診療・服薬指導アプリ

「CLINICS（クリニクス）」を提供するメドレーだ。19年12月に東証マザーズに上場し、コロナ禍で急成長した1社

だ。導入する医療機関・薬局数は昨年時点で5000を超え、前年の5倍となった。「クリニクスアプリを患者が医

療サービスを受けるときの出発点にしたい」。執行役員の田中大介・クリニクス事業部長はそう語る。アプリで

は、メドレーのシステムを導入する病院の検索から予約、問診、診察、薬局への処方箋の送付、服薬指導ま

で一通り医療サービスを完結させられる。メドレーの特徴は医療機関向けの電子カルテシステムも手がける点

だ。開業医における電子カルテの導入率はいまだ4割と低い。オンライン化の流れで医療データの活用に向

けた議論も高まっているが、「電子化が進めなければ第一歩すら踏み出せない」（田中氏）。薬局向けサービ

スでは、薬剤師と患者のチャット機能や電子お薬手帳の提供も予定する。 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メドレー 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LINEヘルスケア 

国内で約8400万人のユーザーを抱えるLINEは傘下のLINEヘルスケアを通して、昨年12月にオンライン診療

サービス「LINEドクター」を首都圏の一部医療機関で先行的に開始した。医療機関の利用料は無償とした。

圧倒的なユーザー基盤を持つLINEの参入は大きな注目を集めたが、3月に中国の関連会社から日本の個人

情報へアクセス可能になっていたり、一部データが国外のサーバーに保管されていたりした問題が明らかに

なった。LINEドクターも医師の免許証や患者の健康保険証、領収書などの画像データが韓国のサーバーで

管理されていた。登録する医師からは従来の説明内容と異なるとの声も上がり、LINEヘルスケアは医療機関

などへの説明が十分でなかったとして謝罪した。3月末にすべてのデータを国内サーバーへの移管が完了し

たという。LINEヘルスケアは19年12月に、医師に一般的な健康相談ができる有料のチャットサービスを開始。

新型コロナウイルスの感染が広がった客船でスマートフォンを配布してサービスを提供したことも話題となっ

た。満を持してオンライン診療に参入し、今後は服薬指導にも広げる計画だったが、まずは信頼回復に追わ

れそうだ。 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LINEヘルスケア 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オリンパス 

2020年11月、内視鏡で世界シェア7割を持つオリンパスは、大腸用に自社

開発した内視鏡画像診断を支援するAIシステムを発売した。検査中に、大

腸内にあるポリープやがんなどの病変候補をAIが自動で検出する。リアルタ

イムに色枠で強調表示できるシステムだ。同社はこれまでも、大腸用のAI内

視鏡を手がけてきた。19年には、IT企業のサイバネットシステムなどが開発

し、国内初の「AI医療機器」として承認されたシステムを販売。ただ今回はAI

の自社開発にまで踏み込んだ。大腸がんは、がんの中で国内では最も罹

患者数が多く、死亡率も高い。AI内視鏡では、病変候補の発見や、その病

変の良性・悪性の判断をサポートしてくれるものがある。経験が浅い内視鏡

医でも、AIのサポートがあれば一定以上のレベルの診断が行える。 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富士フィルム 

オリンパスに次いで内視鏡シェア2位の富士フィルムは、AIを搭載した医

療機器を内視鏡以外にも広げてきた。19年には、CTで撮影された臓器

を自動で判別する読影システムを発売。さらに、超音波やX線検査の機

器もラインナップする。CT画像の解析では20年5月に、肺の画像から肺

がんの前兆である肺結節を検出するAIで国内初の承認を所得した。ま

た、新型コロナウイルスによる肺炎が疑われる部分を自動で検出するAI

システムも申請中。同社は画像診断だけではなく、現場医師の仕事の

流れ全体の効率化に力を入れている。例えば、画像診断で病変を見つ

けると、医師は治療のために病変の部位や治療方針などを記した所見

文を作成する。富士フィルムが開発した読影システムではその初見文も

半自動で生成することができる。 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参考文献から得たことは？（事業アイディア・提携・導入）  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FRONTEO（フロンテオ） 

画像診断を行う医療機器だけではなく、新薬を生み出す創薬でのAI活用も進んでいる。FRONTEO（フロンテ

オ）の創薬支援AIはその1つだ。製薬企業では20年3月に武田製薬工業、6月に中外製薬と、業界最大手クラ

スの2社が相次いでフロンテオとシステム利用契約を結んだ。一般に、創薬の成功確率は非常に低い。約3万

人の候補の中から実際に薬になるのは1つともいわれている。初期段階では研究者がデータベースにある論

文を一つひとつ読み込んで内容を確認し、薬のタネになりそうなアイデアを探し出し膨大な時間と労力がかか

る作業だ。研究者は論文データを検索して関連論文を探すが、中には関連性が高いのに検索ワードを含ま

ないため表示されない論文がある。かといって検索範囲を広げれば関連性が低い論文も入ってしまう。そこで

フロンテオは、独自の自然言語処理技術によって論文データベースを解析し、特定のテーマに関連する論文

を、内容の近さによって位置や色を分けて画面上に表示するシステムを手がける 

ここまで進んだAI活用 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FRONTEO（フロンテオ） 

ここまで進んだAI活用 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経営哲学（思考）を基盤とし、経営技術・情報技術を重ね、顧客の創造をしていく時代へ  



おわりに

このまま人間が同じような生活をすると、  

2030年には、地球が２つ必要だと言われています。  

本当に、それでいいのでしょうか？  

われわれも、少しでも阻止・遅延させたいと考えております。  

 

今後あらゆる業界でDXが進み、様々なものがデータ化され、  

結合・分析・解明され病気の原因が明らかになっていきます。  

 

顧客とは、地域・日本から、 世界人類へ。 

価値とは、診療・治療から、 予防安心へ。 

成果とは、医師看護師から、 ロボットへ。 

計画とは、人しかできないこと、人がするべきこと の追求へ。 

 

“人間が最も健康な状態である“元氣”な状態とは何か？”  

“企業が最も健康な状態である“景氣”な状態とは何か？”  

“人氣を高め、大氣を高め、景氣を高め、元氣を取り戻すために  

人間とロボットが共存し、想像と創造をしていく時代です。  

みんなで、共学し合い、共創していければ嬉しい限りです。  

Doctor - DXの存在意義は、  

医療従事者にDXを伝えることだけではありません。  

 

「みんなと幸せをつなぐ」ということを使命としています。  

みんなとは  “主語”と“守護” の２つの意義を重ねています。  

 

主語とは、共に創る仲間のことです。  

守護とは、共に守る仲間のことです。  

 

現代人の仲間とは、 家族、兄弟、親戚、友人、恋人 といった 

身近な存在から、学校・職場、世界中の人を示すと思います。  

 

古代人の仲間とは、 犬猫、鳥兎、虫魚、山海、草原 といった 

人間以外の存在まで、仲間・家族とする人もいたと言います。  

 

われわれは、なぜ人間以外を仲間に入れなくなったのか？  

それは、われわれが自然を無視し地球を共有すべき仲間たち  

を見失い、人間中心主義により倫理が欠如したに過ぎません。  

 

 



取引先

取引先

 
 
 

 
　　　　　人氣　　　　　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自社  従業員 

顧客 取引先 

病氣 

　大氣 

　　　　　景氣  元氣 

体  技  心 

「人間の病氣の根元とは何か？」  
という質問に対し、在り方・遣り方を、  
経営哲学・情報技術の観点から  
みんなで共学し合い氣を高めていきます。  

病氣にするから、元氣にするへ
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